
（別紙３）

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） 26 （回答者数）
18

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

●外部研修を定期的に行っている。

●出前講座等も活用している。

●今年度は保護者会を計画し実行した。

2

●計画は共有されており職員間で支援の仕方を

話し合っている。

●半年に1度モニタリングを行い、保護者・職員間で

振り返りを共有し見直しに繋げている。

●学校や保護者と密に行っている。

●送迎時に学校の先生と情報共有をしている。

3

●児童の発達段階に合ったプログラムを

作成している。

●固定化しているものもあるが、子どもの年齢や

時期で変化させるなど工夫している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

●身体拘束など該当ケースがあれば十分に検討する

その上で必要と判断された場合においては、

保護者に説明し承諾を得て計画に記載する。

2 ●人材難の社会、各々の職員が技能を磨き、環境や

配置等工夫をしながら支援していく。

3

○事業所名 キッズガーデンSeeds

○保護者評価実施期間
2025年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

●今年度からパニックや不安定になった場合にも

学習ルームを活用している。また、こどもの状態に

応じて静かな狭いスペースや広い庭を活用している

●スペースの確保も考え戸外での活動も積極的に

取り入れるなど活動内容を工夫している。

●今年度から学習ルームを新たに設けた。

●配置数的には問題はないが、職員が休んだ時や

支援内容、個別対応によって足りないと感じること

はある。募集を行っているが申し込みがない。

●鳥栖三神地区のこども部会には参加しているが、

自立支援協議会へは参加がほとんどできていない。

情報共有も含め、参加を検討していく。

●目標管理シートのさらなる活用を目指す。 

●兄妹児や家庭との交流の場を設ける。

●所長が鳥栖市教委のスーパーバイザーに

定期的に助言を受けに行っている。

●声の調整が難しい児童も居る為、防音マットを準備

した。

●その時の状況や個別で対応は違っているが、

活動の場所やスケジュールなどで構造化している。

●絵カードを活用している。

●職員とは半期ごとの振り返り、朝礼、個別に話を

するなどして改善に努めている。

●勤務の形態上、終了後に情報共有が難しい為

システムの申し送り欄なども活用して共有を図ってい

る。

●年間を通して空気清浄機やサーキュレーター、

冬は加湿器、夏はミストを併用し環境設定を

心がけている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

●地域の子たちとの交流や行事への招待、地域の清掃

活動や近隣の散歩などを定期的の行い、近隣の方との

交流を深め関係性の強化を図っていく。

事業所における自己評価総括表公表


